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授業課題であるインタビューは、全 15 週の授業のうち、第 10-15 週の
6 コマで実施した。インタビューを実施するために説明用に学生に配布し



















一環として、「ビジネスリサーチ I」の履修生が授業課題を兼ねて参加した。  




いては Table 2 の通りである。インタビューの時間は、約 1 時間程度であ
った。インタビューの一部とインタビュー時の写真は「創立 30 周年記念  
卒業生メッセージ」として、「神田外語大学創立 30 周年記念サイト」に掲
載予定であることを履修生とインタビュー対象者に伝えた。
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2017BR1 課 題 ③InterviewHO①  





目 的 ：「先 輩 」→KUIS の先 輩 （KUIS の卒 業 生 ）「その先 輩 とその仕 事 について知
りたいこと」をリサーチしてください。（つまり、知 りたいことがリサーチ・クエスチョン［リサーチ
の動 機 、問 題 意 識 ］になります。）働 くとは？仕 事 を通 じて社 会 で果 たす役 割 とは？
などについて、自 分 のこととして考 えるきっかけとなるようなインタビューを行 ってください。  
 
調査実施期間 Week10～11 の以下①~③のいずれか 1 日（1 回）   
①  6/19（月）18:00~ 
②  6/23（金）18:00~ 
③  6/24（土）13:00~ 
@キャリア教 育 センター:2 人 一 組 でインタビュー対 象 者 （KUIS の卒 業 生 ）に 1 時
間 程 度 のインタビューを行 う。インタビュー時 の写 真 を撮 影 する。  
 
Week12~13（6/30、7/7）結果のまとめと報告書の作成  




① '（資料 ・先行文献の収集）  
①テーマ（トピック）を決 めリサーチ課 題（問題関心 ・仮説）を考 える。  
②調 査 計 画 書 を作 成 する。  
③インタビューの承 諾 をもらい、アポイント（会 う約 束 ）をとる。  
④話 を聞 く（できれば録 音 の許 可 をもらう）。  
⑤データをまとめる（文 字 起 こし）。  
⑥データを読 み返 し、考 える。  
⑦データから何 が言 えるのか、どんなことがわかるのかを考 える。  




インタビューの際 には、授 業 で行 うリサーチの学 習 であり、知 りえた職 場 の情 報 は決 し






Table  1  インタビュー調査課題の説明文書  
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3. 本報告における分析方法  






版 M-GTA 法（木下、  
2007）を用いた。データ
全体に目を通した後 、
履 修 生 がインタビュー
から得た学びの認識を
解 釈 し、取 り出 したデ
ータを分析ワークシート
の「記 述 例 」欄 に記 載
し、「定 義 」を付 け、そ
れを凝縮した「概念名」
を 生 成 し た （ Table 3-
1 、 3-2 、 3-3 ） 。同 時 に
類 似 点 や相 違 点 を比
較しながら概念の範囲
を検討するという概念生成を繰り返し、これ以上概念が抽出できない状
態になった時点でデータ分析を終了した。最終的に 17 個の概念、5 個の
カテゴリーとしてまとめた。履修生全員のデータを見渡すためのケース・マ
トリックス（Table 4）を作成した。以下、本文中では、カテゴリーを【  】、概
念を＜＞で表している。  




Group1 国際航空貨物運送業 15:30 キャリア教育センター
6/26(月）（13組）　7/3(4組）
Group2 車両販売/メンテナンス業 18:20 キャリア教育センター
Group3 場所 18:20 キャリア教育センター




Group8 通販・ネット販売業 18:20 キャリア教育センター
Group9 一般乗合旅客自動車運送業 18:20 キャリア教育センター
Group10 ソフトウェア・情報処理 18:20 キャリア教育センター







Group15 車両販売/メンテナンス業 18:20 キャリア教育センター
Group16 生命保険業 18:20 キャリア教育センター
Group17 研磨材等輸入販売業 17:20 キャリア教育センター
Group18 研磨材等輸入販売業 17:20　キャリア教育センター
Group20 情報・通信機器販売業 18:20 キャリア教育センター
Group1 スポーツチーム運営委託事業 18:20 キャリア教育センター
Table  2  面接調査日程と場所・対象者の勤務先  
事業内容  































F igure1  インタビュー調査から得た学び  
【4 .働 くことに対 する意 識 の変 化 】  
＜ ⑫ 「 仕 事 の や り が い ・ 面 白 さ ・ 充 実 感 」 を 理 解 ＞  
＜ ⑬ 働 く こ と ・ 社 会 人 に な る こ と に 対 す る 不 安 の 払 拭 の ヒ ン ト ＞  
＜ ⑭ 好 き な こ と を 仕 事 に す る こ と に つ い て の 肯 定 感 ＞  
＜ ⑮ 仕 事 ・ 働 く こ と の 厳 し さ の 再 認 識 ＞  
【2 .  仕 事 で求 められるスキル・能 力 ・経 験 の明 確 化 】  
＜ ② 仕 事 で の 英 語 力 の 活 か さ れ 方 ＞  
＜ ③ 語 学 力 （ 英 語 以 外 の 専 攻 語 ） の 活 か さ れ 方 ＞  
＜ ④ 大 学 ・ 学 生 時 代 に 身 に つ け た 社 会 人 基 礎 力 な ど  
が 活 か さ れ て い る と い う 実 感 ＞  
＜ ⑤ 自 己 管 理 の 必 要 性 ＞  
＜ ⑥ 海 外 留 学 経 験 の 活 か さ れ 方 ＞  
【1 .  業 界 ・企 業 ・職 種 への理 解 の深 化 】  
＜ ① 職 務 内 容 の 理 解 、 職 場 ・ 職 種 に つ い て の 理 解 の 深 化 ＞  
【3 .学 生 時 代 にすべきことへの気 づき】  
＜ ⑦ 学 生 時 代 に し か で き な い こ と に 挑 戦 す る べ き と い う 認 識 ＞  
＜ ⑧ 具 体 的 な 目 標 の 設 定 へ の 動 機 づけ （ 留 学 ・ 資 格 取 得 な ど ＞  
＜ ⑨ 英 語 ・ 多 言 語 学 習 へ の 動 機 づ け ＞  
＜ ⑩ 人 脈 、 人 と の 繋 が り を 築 く こ と の 必 要 性 、 友 人 を つ く る こ と ＞  
＜ ⑪ 視 野 の 広 さ ・ 多 文 化 理 解 と 柔 軟 性 の 必 要 性 の 認 識 ＞  
【5 .  就 職 活 動 への意 識 の変 化 】  
＜ ⑯ 就 職 活 動 に 対 す る プ レ ッ シ ャ ー ・ 不 安 の 払 拭 ＞  
＜ ⑰ 興 味 の な か っ た 業 界 ・ 業 種 も 選 択 肢 に 含 め る 必 要 性 の 認 識 ＞  





























































































































































































Table  3 -1  「キャリアインタビューから得た学び」のカテゴリーと概念  






























































































































































Table  3 -2  「キャリアインタビューから得た学び」のカテゴリーと概念  
































































































Table4  インタビュー調 査から学 んだこと（ケース・マトリックス）
 
概念名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51
①職務内容の理解、職場・職種について理解の深
化
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②仕事での英語力の活かされ方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
③語学力（英語以外の専攻語）の活かされ方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
④大学・学生時代に身につけた社会人基礎力など
が活かされているという 実感
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑤自己管理の必要性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑥海外留学経験の活かされ方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑦学生時代にしかできないことに挑戦するべきとい
う 認識
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑧具体的な目標の設定への動機づけ（留学、資格
取得など）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑨英語・多言語学習への動機づけ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑩人脈・人との繋がりを築く ことの必要性、友人を
つく ること




⑫「仕事のやりがい・面白さ・充実感」を理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑬働く こと・社会人になることに対する不安の払拭
のヒント
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑭好きなことを仕事にすることについての肯定感 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑮仕事・働く ことの厳しさの再認識 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑯就職活動に対するプレッシャー・不安の払拭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑰興味のなかった業界・業種も選択肢に含める必
要性の認識
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＜⑬働くこと・社会人になることに対する不安の払拭のヒント＞、＜⑭好き
なことを仕事にすることについての肯定感＞、＜⑮仕事・働くことの厳しさ
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